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新設組織が置かれる都道府県への入学状況 別紙１

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 新潟県 484人 89.96%

2 山形県 13人 2.42%

3 長野県 10人 1.86%

4 その他 6人 1.12%

5 富山県 5人 0.93%

全　　体 538人 100.00%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 新潟県 90.60% 87.52% 85.94%

2

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 保健系学科（短期大学） 94.16% 90.00% 83.16%

2

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等専
門学校を含む）。大学院は作成不要。

新組織所在地
（都道府県）

充足率

系統区分
充足率
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２－１

大学学部学科等名：日本歯科大学新潟短期大学歯科衛生学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

0人 0人 12人 12人 13人 7人 
延べ人数 志願者数 13人 34人 14人 12人 15人 18人 

受験者数 13人 34人 14人 12人 15人 18人 
合格者数 11人 18人 10人 10人 15人 13人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 13人 34人 14人 12人 15人 18人 
受験者数 13人 34人 14人 12人 15人 18人 
合格者数 11人 18人 10人 10人 15人 13人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

11人 18人 10人 10人 15人 13人 
30人 30人 30人 30人 28人 30人 

延べ人数 志願者数 32人 36人 34人 39人 33人 35人 
受験者数 32人 36人 34人 39人 33人 35人 
合格者数 32人 35人 33人 38人 33人 34人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 32人 36人 34人 39人 33人 35人 
受験者数 32人 36人 34人 39人 33人 35人 
合格者数 32人 35人 33人 38人 33人 34人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

32人 35人 33人 38人 33人 34人 
0人 0人 0人 0人 5人 1人 

延べ人数 志願者数 2人 5人 0人 4人 6人 3人 
受験者数 2人 5人 0人 4人 6人 3人 
合格者数 2人 2人 0人 4人 4人 2人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 0人 0人 1人 1人 1人 

実 人 数 志願者数 2人 5人 0人 4人 6人 3人 
受験者数 2人 5人 0人 4人 6人 3人 
合格者数 2人 2人 0人 4人 4人 2人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 0人 0人 1人 1人 1人 

1人 2人 0人 3人 3人 2人 
20人 20人 8人 8人 4人 12人 

延べ人数 志願者数 13人 13人 12人 8人 10人 11人 
受験者数 12人 13人 9人 5人 9人 10人 
合格者数 12人 8人 9人 5人 9人 9人 
うち追加合格者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 2人 4人 2人 1人 2人 2人 

実 人 数 志願者数 13人 13人 12人 8人 10人 11人 
受験者数 12人 13人 9人 5人 9人 10人 
合格者数 12人 8人 9人 5人 9人 9人 
うち追加合格者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 2人 4人 2人 1人 2人 2人 

10人 4人 7人 4人 7人 6人 
0人 0人 0人 0人 0人 0人 

延べ人数 志願者数 2人 0人 1人 0人 1人 1人 
受験者数 2人 0人 1人 0人 1人 1人 
合格者数 2人 0人 1人 0人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 2人 0人 1人 0人 1人 1人 
受験者数 2人 0人 1人 0人 1人 1人 
合格者数 2人 0人 1人 0人 0人 1人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0人 

2人 0人 0人 0人 0人 0人 
50人 50人 50人 50人 50人 50人 

延べ人数 志願者数 62人 88人 61人 63人 65人 68人 
受験者数 61人 88人 58人 60人 64人 66人 
合格者数 59人 63人 53人 57人 61人 59人 
うち追加合格者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 3人 4人 3人 2人 3人 3人 

実 人 数 志願者数 62人 88人 61人 63人 65人 68人 
受験者数 61人 88人 58人 60人 64人 66人 
合格者数 59人 63人 53人 57人 61人 59人 
うち追加合格者数 0人 1人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 3人 4人 3人 2人 3人 3人 

56人 59人 50人 55人 58人 56人 

３．入学定員充足率

H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

50人 50人 50人 50人 50人 50

1.12 1.18 1.00 1.10 1.16 1.11

0.95 0.92 0.94 0.96 0.95 0.95

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員

入 学 定 員 充 足 率

歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数

－学生の確保の見通し（資料）－ 11－

sugai
テキストボックス
 【資料4】既設学科等の入学定員の充足状況(直近5年間)（別紙2）



THE NIPPON DENTAL UNIVERSITY
SCHOOL OF L IFE DENTISTRY AT NI IGATA

日本歯科大学新潟生命歯学部
THE NIPPON DENTAL UNIVERSITY

COLLEGE AT NI IGATA

日本歯科大学新潟短期大学

（土）7/307/302022.

事前
予約制

新潟県内
在住者限定中学生

小学生

高校生

歯の仕事を知ってください！

対
象

夏休み、ともだち誘ってみんなで参加しよう！

フェスティバル
HANOSHIGOTO FESTIVAL

2022

ハノシゴト

－学生の確保の見通し（資料）－ 12－

sugai
テキストボックス
【資料5】ハノシゴトフェスティバル



 

新潟市高等学校等教育コンソーシアム規約 

（名称） 

第１条 本会は，新潟市高等学校等教育コンソーシアムと称する。 

（目的） 

第２条 本会は，新潟市立高等学校，中等教育学校（以下「市立高校等」という。）と新潟市行政機

関，経済産業界，高等教育機関及び地域人材等（以下「外部機関」という。）との連携によ

り，市立高校等の社会に開かれた教育課程の実現及び市立高校等を核とした持続可能で魅

力あるまちづくり，地域力を活かした協働によるまちづくり，学校と地域社会が共に学ぶ

ことのできる場の充実と新しい文化の価値の創造に資することを目的とする。 

（事業） 

第３条 本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。 

① 市立高校等と外部機関との連携による事業 

・調査  ・研究事業 ・情報交換及び交流事業 

・「探究的な学習」「キャリア教育」「インターンシップ」に関する推進事業 

② 新潟市の施策に関する推進事業 

・地域の担い手育成に関する事業 ・地域社会発展に関する事業 

・地域魅力創造に関する事業 

③ その他前条の目的を達成するために必要な事業 

（構成） 

第４条 本会は，参画する市立高校等及び外部機関の関係者の中から選出された運営委員をもって

構成する。 

２ 運営委員は，随時運営委員会を開催し，本会の業務を決議する。 

  ３ 運営委員の入退会については，委員長の承認を得るものとする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 本会に次の役員を置く。 

①委員長  １名 

②副委員長 ３名 

  ２ 委員長は，運営委員の互選により選出し，副委員長は，運営委員のうちから委員長が指

名する。 

  ３ 委員長は，本会を代表し，会務を統括する。 

  ４ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故あるときまたは委員長が欠けたとき，委員

長の職務を代行する。 

  ５ 役員の任期は１年とし，再任を妨げない。役員の変更があった場合，その任期は前任者

の残任期間とする。 

 (市立高校等との個別の連携) 

第６条 各参加機関は，それぞれの求めに応じ，個別に連携を図ることができる。 

２ 個別の連携については，事務局に報告する。 

（オブザーバー） 

第７条 本会にオブザーバーを置くことができる。 

２ オブザーバーは，委員長が委嘱する。 

  ３ オブザーバーは，本会の業務 に関し，適宜助言を行うことができる。 

－学生の確保の見通し（資料）－ 13－

sugai
テキストボックス
 【資料6】新潟市高等学校等教育コンソーシアム規約



 

新潟市高等学校等教育コンソーシアム規約 

（事務局） 

第８条 本会の会務及び運営委員会の運営に係る事務を執り行うため，事務局を置く。 

  ２ 事務局は，新潟市教育委員会内に置く。 

（会計年度） 

第９条 本会の会計年度は，毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

附則 

（施行期日） 

本規約は，令和３年４月２６日から施行する。 
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３

①募集を行った学科等名称及び取組の名称： 日本歯科大学新潟短期大学のオープンキャンパス

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 199人 140人

うち受験対象者数(b) 138人 100人

うち受験者数(c) 52人 53人

うち入学者数(d) 48人 50人

（受験率 c/b） 0.38 0.53

（入学率 d/b） 0.35 0.50

②募集を行った学科等名称及び取組の名称： 日本歯科大学新潟短期大学のハノシゴト

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 14 76

うち受験対象者数(b) 2 6

うち受験者数(c) 1 6

うち入学者数(d) 1 5

（受験率 c/b） 0.50 1.00

（入学率 d/b） 0.50 0.83

③募集を行った学科等名称及び取組の名称： 日本歯科大学新潟短期大学の高校等訪問

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 87 101

うち受験対象者数(b) - -

うち受験者数(c) - -

うち入学者数(d) - -

（受験率 c/b） - -

（入学率 d/b） - -

④募集を行った学科等名称及び取組の名称： 日本歯科大学新潟短期大学の「大学・ビジネス講座」への派遣

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 15人 6人

うち受験対象者数(b) 0人 0人

うち受験者数(c) 0人 0人

うち入学者数(d) 0人 0人

（受験率 c/b） - -

（入学率 d/b） - -

⑤募集を行った学科等名称及び取組の名称： 日本歯科大学新潟短期大学の大学案内等の配布（郵送）

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 188人 139人

うち受験対象者数(b) 14人 0人

うち受験者数(c) - -

うち入学者数(d) - -

（受験率 c/b） - -

（入学率 d/b） - -

①毎年度複数回オープンキャンパスを開催し、体験実習や学内見学、在校生との交流など
を通して歯科衛生士に必要な学びや校内の雰囲気を紹介している。
R4年度入試対象(R3開催)：計7回実施(6/13.7/17.8/5.8/19.9/5.10/10.3/27)

R5年度入試対象(R4開催)：計9回実施(5/21.6/12.7/10.8/10.8/27.9/11.10/15.11/6.3/26)

②オープンキャンパス参加者（受験対象者）の内、約4～5割が本学を受験し、概ね同割合
が入学している。総合型選抜及び学校推薦型選抜に限定すると、入学者の9割以上がオー
プンキャンパスの参加を経ており、オープンキャンパスの開催は学生確保に向け必要不可
欠である。R7年度入試対象(R6開催)のオープンキャンパスでは歯科技工学科開設の認知度
向上に務め、一定の周知が浸透する次々年度以降には15人±5人の学生確保を見込んでい
る。

①令和3年度に初めての試みで、日本歯科大学新潟生命歯学部及び日本歯科大学新潟短期
大学の共催で「ハノシゴトオープンキャンパス」を開催した。令和4年度以降は対象年齢
を広げ「ハノシゴトフェスティバル」を開催し、歯科に関わる職種・仕事を幅広く周知
し、歯科の重要性を認知してもらえるよう努めている。令和6年度も引き続き開催を予定
している。
 
②左記表より短期的には受験に直結する人数は多くないが、小学生から高校生までと広い
年齢層を対象に開催しているため、中長期的な観点での入学者確保を目標としている。

①本学教職員が新潟県内外の高等学校等を訪問し、本学の教育環境や施設及び設備を説明
のうえ、学校推薦型選抜指定校の依頼等を行っている。また、必要に応じてステークホル
ダーでもある高等学校等側からの意見等のヒアリングも行っている。
 
②左記表の参加者等総数は訪問学校の総数を示しており、R4年度入試は訪問学校72校の内
37校より入学者があり、R5年度入試は訪問学校64校の内29校より入学者があった。以上の
結果より、訪問した学校の約半数より入学者を確保できており、今後も継続して新潟県内
外の学校へ訪問を実施し歯科技工学科開設の認知度を高め、歯科衛生学科の学校推薦型選
抜入学者比で約1/3の数である7～8人の入学者の確保を見込んでいる。

①本学HPより、大学案内、入学者選抜要項、オープンキャンパス案内等の資料請求が可能
であり、毎年全国の高校生等から請求依頼がある。

②左記表の参加者等総数は本学HPより資料を請求した延べ人数である。請求者は高等学校
1～3年生までと幅広いが、メインは1～2年生である（後年本学を受験する請求者多数あ
り）。受験対象者である3年生が少数であるのは、本学を会場としたオープンキャンパス
に実際参加したうえで資料一式を持ち帰る傾向があるためと考えられる。令和6年度より
歯科技工学科開設に関するパンフレット等を作成のうえ同封し、広く周知していく予定で
ある。

①本学は、新潟市立高校等の社会に開かれた教育課程の実現及び市立高校等を核とした持続可能で魅力
あるまちづくり、地域力を活かした協働によるまちづくり、学校と地域社会が共に学ぶことのできる場
の充実と新しい文化の価値の創造に資することを目的とする「新潟市高等学校等教育コンソーシアム」
に加盟しており、当該事業の一環でもある中等教育学校より依頼の「大学・ビジネス講座」へ講師の派
遣を行っている。

②当該講座の参加生徒は概ね中等教育学校1～3年生であるため受験対象者ではないが、「大学等におい
て具体的に何を学ぶのか、より確かな目的意識を醸成させる」をテーマとした早期キャリア形成のため
の講座である。本学は歯科衛生士養成機関であるためオープンキャンパスの参加者はほとんどが女子生
徒であり、男子生徒に本学の情報を周知することが難しい。しかし、当該講座は女子生徒だけでなく男
子生徒も聴講するため、今後も継続して講師の派遣を行い歯科技工士の職業を積極的に紹介したうえ
で、男子生徒も含めた中長期的な学生の確保することができるのではないかと考えられる。
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日本歯科大学新潟短期大学は令和７年４月に 

歯科技工学科の開設を予定しています 

 

本学では、新しい学科の開設を予定しています。開設にあたり、高校生の皆さんの 

ご意見をお聞かせいただければ幸いです。本アンケートの趣旨をご理解の上、別紙 

アンケート調査にご協力のほどよろしくお願いいたします。 

～本学の概要～ 

【学校名】 

日本歯科大学新潟短期大学（新潟市中央区浜浦町１－８） 

  

  解説：創立 118 年の学校法人日本歯科大学系列の短期大学です 

現在は歯科衛生学科（３年制）短期大学です 

校地は日本歯科大学新潟生命歯学部、附属新潟病院に隣接しています 

    

【開設予定学科】 

歯科技工学科（２年制）  

 

【開設予定学科の目的】 

学校教育法の精神に基づき、歯科衛生及び歯科技工に関する専門の知識と技術を 

教授研究し、高度な歯科衛生士及び歯科技工士の育成を図る。 

 

【開設予定学科のアドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）】 

本学は、以下のような学生を求めます。 

１ 医療人として地域社会に貢献する強い意志をもつ人 

２ 相手を観察し理解できる協調性の豊かな人  

３ プロフェッションとして高い倫理観をもつ人 

４ 生涯にわたり継続的に能力の向上に努める人 

５ 長寿社会における歯科医療の役割を理解できる人 

 

【卒業により取得可能な資格】 

歯科技工士国家試験の受験資格 

 

【開設予定の歯科技工学科の特徴】  

歯科医師・歯科衛生士とともに歯科医療を最前線で支える歯科技工士を養成 

CAD/CAM 歯科技工などの最新のデジタル加工技術を修得できます 

日本歯科大学新潟病院で臨床歯科技工実習を受けることができます 
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高校名：（    ）高校  住所地：（   ）市・町・村 

 

質問１ 卒業後の進路について 

    卒業後の進路をどのように考えていますか。（複数選択可）  

【選択肢】  

① 大学 ②短期大学 ③専門職大学 ④専門学校 ⑤ 就 職  ⑥ その他（全く未定など） 

   

以下、①～④を選択した方に質問です。 

質問２ 進学を希望する場合の大学等の設置者について 

    志望する大学等の設置者の希望を選択してください。（複数選択可） 

① 国 立  ② 公 立  ③ 私 立 

 

質問３ 興味のある学問分野について 

    高校を卒業後，学びたいと考えている興味のある学問分野を次の中から選択してください。 

    （複数選択可） 

（文 系）①教養学 ② 人文・社会科学 ③ 国際関係学 ④ 人間関係科学 ⑤ 文学・外国語学 

⑥ 史学・地理学 ⑦ 哲学・宗教学  ⑧ 法学・政治学 ⑨ 商学・経済学 ⑩ 社会学 

⑪ その他の文系（福祉・芸術・心理・情報など）分野 

（理 系）⑫ 理 学（数学・物理・化学・生物・地学など） ⑬ 機械・電気工学 ⑭ 土木・建築工学 

⑮ その他工学系 ⑯ 農学・獣医学系 ⑰ 医学（保健・看護・検査・公衆衛生を含む） 

⑱ 歯学（歯科衛生・歯科技工を含む） ⑲ 薬学 ⑳ その他の理系（栄養・水産など）分野 

 

質問４ 新設学科の受験希望の有無について  

   日本歯科大学新潟短期大学歯科技工学科が開設された場合、受験を希望しますか。次より１つ 

   選択してください。 

① 第一志望として受験する（と思われる）   

② 第二志望として受験する（と思われる） 

③ 第三志望以降として受験する（と思われる）  

④ 受験しないと思われる 

       

上記４で①～③を選択した方に質問です 

質問５ 日本歯科大学新潟短期大学歯科技工学科を受験して合格した場合、入学を希望しますか。 

   次より１つ選択してください。 

① 入学すると思われる 

② 志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学すると思われる 

③ 入学しないと思われる 

 

質問６ 歯科技工学科で CAD/CAM などの先端デジタル加工技術を学べることは有意義だと感じますか。 

   次より１つ選択してください。 

① 有意義だと思う ② 特に意義は感じない ③ わからない 

 

ご協力ありがとうございました     
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ご質問は多肢選択式で全５問です。ご回答のみを回答用ハガキにご記入ください。 

 

ご回答いただきたい質問 

【回答者情報】※整理番号でご回答者情報は確認できますので記入は必要ありません 

 

質問１ 現在、勤務されている歯科技工士の人数 

  常勤（   ）人、非常勤（   ）人  でお答えください 

 

質問２ 人材の充足状況についてお聞きします。歯科技工士の不足を感じていますか。  

     A 非常に不足していると思う 

      B 不足していると思う  

      C 不足しているとは思わない 

      D 過剰だと思う 

 

質問３ 本学歯科技工学科で人材を養成する必要性についてご質問します。  

           本学での歯科技工士養成は必要だと思いますか。 

A 非常に必要だと思う 

      B ある程度は必要だと思う  

      C 必要だとは思わない 

      D わからない 

 

 質問４ 将来的に本学が輩出する卒業生に対する求人の可能性についてご質問します。 

         A  採用したいと思う 

          B  採用したいとは思わない  

 

  質問５ 質問４で「採用したい」と回答された方に質問です。 

      採用される見込み人数は何人とお考えですか。 

 

           A  １人    B  ２人    C  ３人以上   D 人数は未定 

 

 

                        ご協力ありがとうございました  
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ハガキ裏の記入欄の案 

                                  整理番号：    

ご回答記入欄 
 

質問１：勤務歯科技工士人数：常勤（   ）人、非常勤（   ）人 

 

質問２：歯科技工士の不足感。  

     １ 非常に不足していると思う 

      ２ 不足していると思う  

      ３ 不足しているとは思わない 

      ４ 過剰だと思う 

 

質問３ 本学での歯科技工士養成の必要性。 

１ 非常に必要だと思う 

      ２ ある程度は必要だと思う  

      ３ 必要だとは思わない 

      ４ わからない 

 

 質問４ 輩出する卒業生に対する求人の可能性。  

         １  採用したいと思う    ２  採用したいとは思わない  

           

 

  質問５「採用したい」見込みの人数。  

      A  １人    B  ２人    C  ３人以上   D 人数は未定 
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日本歯科大学新潟短期大学は令和７年４月に歯科技工学科の開設を予定しています 

新しい学科の開設にあたり、高校生の皆様のご意見をお聞かせいただければ幸いです。本アンケー

トの趣旨をご理解の上、別紙アンケート調査にご協力のほどよろしくお願いいたします。 

～ 本学の概要 ～ 

【学校名】 日本歯科大学新潟短期大学  【開設予定学科】 歯科技工学科（２年制）  

【設置の理念】 

学校教育法の精神に基づき、歯科衛生及び歯科技工に関する専門の知識と技術を教授研究し、高度な歯科

衛生士及び歯科技工士の育成を図る。 

【養成する人材像（開設予定学科のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）】 

本学では、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得することにより、短期大学士の学位が与えら

れるとともに、歯科技工士国家試験受験資格を取得できます。 

１ 地域社会の保健・医療・福祉に貢献できる。 

２ 豊かな人間性を持ち、相手を尊重した対応ができる。 

３ 歯科衛生の専門職としての倫理観と高度な知識・技術を有する。 

４ 歯科技工士として生涯にわたり継続して自己研鑽ができる。 

５ 長寿社会に対応した地域包括ケアを実践できる。 

【開設予定学科のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）】 

本学は、教育の理念に基づいた人材育成のために、教養科目および専門基礎・臨床の均整のとれた科目を構

築し、以下の方針で教育を行います。 

１ 全人的視点から口腔の健康支援をするための基礎教育と専門教育を行う。 

２ 豊かな人間性、社会性、コミュニケーション能力を養うための教養教育を行う。 

３ 協調性、責任感、奉仕の精神を身に付けるための臨床・臨地実習を行う。 

４ 専門化・高度化する保健・医療・福祉に対応するため自己研鑽能力を高める教育を行う。 

５ 国家資格取得を支援するための教育を行う。 

【開設予定学科のアドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）】 

本学は、以下のような学生を求めます。 

１ 医療人として地域社会に貢献する強い意志をもつ人 

２ 相手を観察し理解できる協調性の豊かな人  

３ プロフェッションとして高い倫理観をもつ人 

４ 生涯にわたり継続的に能力の向上に努める人 

５ 長寿社会における歯科医療の役割を理解できる人 

【設置場所】 新潟県新潟市中央区浜浦町１－８（右図参照） 

 最寄り駅は JR越後線関屋駅になります 

【学生納付金】 

入学金     200,000 円（入学時のみ） 

授業料    900,000 円（年額） 

施設維持費 100,000 円（年額） 

【競合する大学の学部等名称】 

明倫短期大学 歯科技工士学科（新潟市西区） 

－学生の確保の見通し（資料）－ 24－

sugai
テキストボックス
【資料12】歯科技工学科進学者数見込み高校生再調査説明用資料



１ 新潟県内
No. 所在郡市 学校名 調査方法 対象 回収数
1 村上 村上桜ヶ丘 質 全員 102
2 新発田 新発田農業 質 全員 101
3 新潟 明鏡 W 全員 61
4 新潟 新潟工業 W 全員 35
5 新潟 豊栄 質 全員 23
6 新潟 白根 W 全員 67
7 新潟 新潟東 質 全員 265
8 新潟 新潟向陽 質 全員 169
9 新潟 新津南 W 全員 96
10 新潟 新潟青陵 質 全員 93
11 新潟 北越 W 全員 28
12 新潟 東京学館新潟 質 全員 72
13 新潟 日本文理 質 全員 43
14 燕 吉田 質 全員 67
15 五泉 五泉 質 全員 156
16 五泉 村松 質 全員 36
17 阿賀 阿賀黎明 質 全員 11
18 佐渡 佐渡中等教育後期 質 全員 39
19 佐渡 佐渡 W 全員 154
20 佐渡 羽茂 W 全員 26
21 加茂 加茂農林 質 全員 122
22 出雲崎 出雲崎（定時制） 質 全員 20
23 柏崎 柏崎翔洋中等後期 質 全員 46
24 魚沼 小出 質 全員 87
25 南魚沼 八海 質 全員 65
26 上越 関根学園 W 志望者のみ 1
27 上越 高田商業 質 全員 107

合計 2092

２　近隣県 　
No. 県 学校名 調査方法 対象 回収数
1 秋田 増田 W 全員 86
2 山形 南陽 W 志望者のみ 1

合計 87
　

　 　
No. 県 学校名 調査方法 対象 回収数
1 新潟 第一学院 W 志望者のみ 2
2 新潟 つくば開成 W 志望者のみ 4

合計 6

全回答者数 2185

３　全国（通信・単位制）

高校生アンケート調査対象校一覧

※調査方法（質：質問紙法、W：Web回答法）

－学生の確保の見通し（資料）－ 25－

sugai
テキストボックス
【資料13】歯科技工学科進学者数見込み高校生再調査結果


	目次
	【資料1】賛同書
	【資料2】新潟県歯科医師会会長記事
	【資料3】新設組織が置かれる都道府県への入学状況
	【資料4】既設学科等の入学定員の充足状況（直近5年間）
	【資料5】ハノシゴトフェスティバル
	【資料6】新潟市高等学校等教育コンソーシアム規約
	【資料7】既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績
	【資料8】歯科関連職種啓発用パンフレット①
	【資料9】歯科関連職種啓発用パンフレット②
	【資料10】歯科技工学科進学者数見込み高校生調査
	【資料11】歯科技工学科卒業予定者に対する求人見込みに関する調査アンケート
	【資料12】歯科技工学科進学者数見込み高校生再調査説明用資料
	【資料13】歯科技工学科進学者数見込み高校生再調査結果

